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バラクーダ（Brracuda）取扱説明書 
 
本取扱説明書は、バラクーダで隔離されたメールを操作していただくためのものです。 
 
アクセス方法その① 
http://xx.apionet.or.jp:8000 
をブラウザで開きます。 
 

 
ログイン画面が開きますので、ユーザ名、パスワードを入力しログインボタンを押します。 
ユーザ名には、電子メールアドレスのユーザ名（アカウント名）の後に「@xx.apionet.or.jp」
をつけたものを入力します。 
 
例）ユーザ名「hogehoge」の場合 
hogehoe@xx.apionet.or.jp	  
※＠以下の「xx.」はエックス・エックス・ドットです。（小文字） 
※ビジネスメールサービスをご利用の方も、＠以下は「xx.apionet.or.jp」でログインしてく
ださい。 
※パスワードは、「ユーザ隔離アカウント情報」という件名のメールでお送りしております。 
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ログインが完了すると以下の隔離受信ボックスの画面が表示されます。 

 

 
隔離受信ボックスは、Barracuda Email Security Gatewayで隔離されたメールを確認する
ためのインターフェースです。メッセージはスパムの可能性があると考えられる（が、確実

ではない）場合に隔離されます。メッセージを確認するには、隔離受信ボックスのメッセー

ジをクリックします。 
 
配信をクリックすると、お客様のメールボックスに配信されメールソフトで受信ができま

す。 
ホワイトリストをクリックすると、ホワイトリストに追加されるのと同時にお客様のメー

ルボックスに配信されメールソフトで受信ができます。 
削除をクリックすると、メールが削除されます。 
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プリファレンスタブをクリックし、ホワイトリスト/ブラックリストに追加をクリックする
と以下の画面が表示されます。 
 

 
 
許可するメールアドレスとドメイン 
ホワイトリストに追加するメール送信者をこのページで追加します。このリストの送信者

はメールがスパムルールにマッチングする場合でも拒否されることはありません。ホワイ

トリストはメールアドレス（"user@domain.com"）、およびドメイン名のみ（"domain.com"）、
で定義できます。 
 
拒否するメールアドレスとドメイン 
メール送信者をブラックリストに追加します。追加された送信者は、ホワイトリストエント

リがないかぎり、コンテンツにかかわらず拒否されます。ブラックリストはメールアドレス

（"user@domain.com"）、およびドメイン名のみ（"domain.com"）で定義できます。 
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プリファレンスタブをクリックし、隔離設定をクリックすると以下の画面が表示されます。 

 

 
隔離の有効化/無効化 
この機能にはいを選択すると、隔離アカウントに隔離されるメッセージが転送されます。い

いえを選択すると、件名の先頭に ID（例:[QUARANTINE]）を追加して管理者が指定した
メールボックスまたは受信者のメールボックスに転送されます。推奨：はい 
 
隔離通知 
通知間隔 - 毎日、毎週、またはなしを選択し、隔離するメッセージの概要を受信する頻度
を指定します。 
通知アドレス - 隔離通知を送信するメールアドレスを入力します。複数のメールアドレス
に隔離通知を送信するには、複数のメールアドレスをカンマ区切りで入力します。 
たとえば、myaccount@barracuda.comおよび youraccount@barracuda.comに隔離通知を
送信するには、 
通知アドレスフィールドに、 
myaccount@barracuda.com, youraccount@barracuda.com	 と入力します。 
※空欄になっていても初期設定されていますので、基本的に変更の必要はありません。 
 
デフォルト言語 
隔離メッセージのデフォルト言語、およびフィルタリング時に不明な文字セットを処理す

るためのデフォルトエンコードを設定します。 
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プリファレンスタブをクリックし、スパム設定をクリックすると以下の画面が表示されま

す。 

 

 
スパムスコアの有効化/無効化 
スパムスコアの有効化- ユーザアカウントに送信されるメールのスパムスコアの有無を設
定します。すべてのメールは、RBLや送信者/受信者の有効性チェックなどのシステムレベ
ルの規制の対象となります。しかし、このオプションを有効にするとすべてのメール内容が

システム上のスパムについて分析され、分析結果により該当メールに対する適切なアクシ

ョンを決定する場合に考慮されます。このオプションを無効にすると、個別のメールの内容

は分析またはスキャンされず、メールに対するアクションはシステムレベルの規制によっ

てのみ決定されます。推奨：はい。 
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プリファレンスタブをクリックし、パスワードをクリックすると以下の画面が表示されま

す。 

 
 
パスワード変更 
旧パスワードと新パスワードを入力後、新パスワードを再入力します。パスワードの保存を

クリックすると、アカウントのパスワードが変更されます。 
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アクセス方法その② 
スパム隔離サマリからの開く 
スパム隔離サマリは、以下のような隔離通知で指定された間隔（デフォルトは毎日）で届く

メールです。 

 

メールをメールボックスに配信するには配信リンクをクリックしてください。 

送信者のアドレスをホワイトリストし、メールを配信するにはホワイトリストリンクをクリッ

クしてください。 

メールを隔離エリアから削除するには削除リンクをクリックしてください。 

新しいメッセージ詳細ウィンドウにメールを表示するには、表示リンクをクリックします。  

 
また、メール下部の「拒否/許可リストを管理」をクリックすると本取扱説明書 3 ページ目
にあるホワイトリスト/ブラックリストに追加の画面が表示されます。 
「隔離通知の頻度を設定します。」をクリックすると本取扱説明書 4ページ目にある隔離設
定の画面が表示されます。 
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「隔離受信ボックス内の確認や、プリファレンスの管理作業を行うには、ここをクリックし

てください。」をクリックすると本取扱説明書 2ページ目にある隔離設定の画面が表示され
ます。 
 

以上 


